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法学研究80巻2号（2007：2）

小
林
宏
美
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

［
1
］
　
論
文
の
構
成

　
小
林
宏
美
君
（
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻

前
期
・
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
）
が
こ
の
た
び
提
出
し
た
博

士
学
位
請
求
論
文
、
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
多
文
化
主
義
ー
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住
民

提
案
二
二
七
と
二
言
語
教
育
を
巡
る
政
治
社
会
学
　
　
』
の
構
成
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

研
究
の
目
的
と
方
法

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
と
国
民
統
合
論

　
の
史
的
展
開

　
二
言
語
教
育
を
め
ぐ
る
政
治
社
会
学

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住
民
提
案
二
二
七
可
決
の
教
育
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
ヘ
の
影
響

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
統
合
学
区
に
お
け
る
E
L
生
徒
へ
の
教
育
の

　
事
例
研
究

　
二
言
語
教
育
に
対
す
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
親
の
両
義
的
態
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特別記事

　
　
　
度

第
6
章
　
ポ
ス
ト
六
五
年
移
民
第
二
世
代
の
社
会
的
統
合
の
行
方

第
7
章
　
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
テ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
考

終
章
　
研
究
総
括
と
今
後
の
展
望

謝
辞
・
参
考
文
献
・
資
料

　
本
学
位
請
求
論
文
は
、
A
4
用
紙
横
書
き
に
て
各
頁
一
、
○
八
○

字
で
書
か
れ
、
図
表
お
よ
び
注
を
含
む
本
文
お
よ
び
参
考
文
献
一

覧
・
資
料
を
含
ん
で
二
二
一
頁
あ
り
、
文
字
数
は
約
二
四
万
字
弱
の

分
量
（
四
〇
〇
字
原
稿
で
約
六
〇
〇
枚
）
を
も
つ
。
学
位
請
求
論
文

と
し
て
十
分
な
分
量
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
公
民
権
運
動
以
後
全
国

的
に
展
開
し
て
き
た
二
言
語
教
育
に
対
し
て
、
一
九
八
○
年
代
後
半

よ
り
強
ま
っ
た
反
対
運
動
の
頂
点
を
な
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住

民
提
案
二
二
七
に
焦
点
を
当
て
、
二
言
語
教
育
の
廃
止
を
求
め
る
提

案
ニ
ニ
七
が
可
決
さ
れ
る
ま
で
の
複
雑
な
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
二
言
語
教
育
反
対
を
表
明
す
る
白
人
ア
メ
リ
カ
人
が
論
じ

た
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
は
ア
メ
リ
カ
に
同
化
し
よ
う
と
せ
ず
、

ア
メ
リ
カ
の
国
民
文
化
の
統
一
性
を
危
う
く
す
る
存
在
だ
」
と
い
う

主
張
が
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
の
も
つ
実
際
の
社
会
意
識
と

隔
絶
し
無
理
解
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

と
同
時
に
、
本
論
文
は
二
言
語
主
義
に
よ
り
恩
恵
を
受
け
る
は
す
の

人
々
が
二
言
語
主
義
に
反
対
し
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
早
く
適
応
し

よ
う
と
し
て
二
言
語
教
育
に
従
っ
た
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
が
、

白
人
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
適
応
を
拒
否
す
る
人
々
と
み
な
さ
れ
る

と
い
う
皮
肉
な
事
態
が
重
な
っ
た
こ
と
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住

民
提
案
二
二
七
の
発
端
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
、

多
文
化
社
会
の
社
会
統
合
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
各
章

（
第
1
章
～
第
7
章
）
の
内
容
を
概
親
し
、
本
学
位
請
求
論
文
の
評

価
を
行
い
、
最
後
に
本
研
究
の
審
査
に
関
す
る
結
論
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

［
1
1
］
　
論
文
の
概
要

　
第
1
章
で
は
、
二
言
語
教
育
が
導
入
さ
れ
展
開
し
て
い
く
背
景
を

探
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
移
民
受
け
入
れ
や
、
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
集
団
を
包
摂
し
て
き
た
国
民
統
合
理
念
の
歴
史
的
変
遷
を
総
括
す

る
。
国
民
統
合
理
念
に
関
し
て
は
、
「
ア
ン
グ
ロ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ

テ
ィ
」
の
伝
統
的
主
流
国
民
統
合
理
念
に
対
し
て
、
「
人
種
の
柑
塙

論
」
、
「
文
化
多
元
主
義
」
、
「
公
民
権
運
動
」
、
「
多
文
化
主
義
」
な
ど

の
対
抗
的
国
民
統
合
理
念
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
第
2
章
て
は
、
対
抗
的
国
民
統
合
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展
開
の
な
か

で
、
］
九
六
八
年
に
二
言
語
教
育
法
（
連
邦
政
府
の
財
政
援
助
を
保
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証
す
る
「
初
等
中
等
教
育
法
第
七
章
」
）
が
成
立
し
て
か
ら
、
一
九

九
八
年
に
二
言
語
教
育
を
否
定
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住
民
提
案

二
二
七
が
登
場
す
る
ま
で
の
歴
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
提
案
二
二

七
は
、
同
年
六
月
に
投
票
に
か
け
ら
れ
賛
成
六
一
％
、
反
対
三
九
％

で
可
決
さ
れ
た
。
本
章
後
半
で
は
そ
の
提
案
か
ら
可
決
ま
で
の
経
緯

が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
。

　
筆
者
は
、
提
案
二
二
七
可
決
の
背
景
に
、
同
州
の
人
口
構
成
の
激

変
と
経
済
停
滞
に
よ
る
生
活
不
安
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
一
九
六
五

年
の
移
民
法
改
正
で
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
や
ア
ジ
ア
系
な
ど
非
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
移
民
が
急
増
し
、
一
九
八
O
年
代
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
お
い
て
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
人
口
が
白
人
人
口
に
迫
る
勢
い
で
増
加

し
た
。
そ
の
時
期
は
脱
工
業
化
に
よ
る
単
純
労
働
の
減
少
と
経
済
停

滞
と
重
な
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
だ
け
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
市
民

全
体
に
反
移
民
感
情
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
非

合
法
移
民
へ
の
教
育
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
禁
止
を
求
め
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
住
民
提
案
一
八
七
を
生
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
家
と
し
て
成
功
し
た
人
物
で
、
二
言
語
教

育
反
対
の
住
民
提
案
一
二
一
七
を
提
出
し
た
ロ
ン
・
ウ
ン
ズ
の
、
巧
み

な
政
治
運
動
が
可
決
に
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ウ
ン
ズ
は
、
二

言
語
教
育
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
一
文
化
」
と
一
言
語
」
の
保
持
と
い
う

文
化
的
側
面
に
関
わ
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
面
を
争
点
化
す
る
こ
と
を

回
避
し
、
当
時
の
二
言
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移

民
住
民
の
「
英
語
」
の
獲
得
と
い
う
点
で
失
敗
だ
っ
た
と
い
う
、
実

践
面
で
の
問
題
を
強
調
す
る
戦
略
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
提
案
二
二
七
の
発
端
に
は
、
一
九
九
六
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
九
番
街
小
学
校
に
お
け
る
二
言
語
教
育
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
自
分
の
子
ど
も
に
早
期
の
英
語
能
力
獲
得
を
望
む
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
の
親
た
ち
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
九
番
街
小
学
校
の
二
言
語
教
育
修
了
率
は
一
％
前
後
で
あ
り
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
全
体
で
は
五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

税
金
の
使
途
に
関
心
の
高
い
白
人
中
産
階
級
市
民
だ
け
で
な
く
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
移
民
児
童
の
親
た
ち
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

提
案
二
二
七
に
は
、
保
守
系
白
人
の
七
七
％
が
賛
成
し
て
い
る
が

（
白
人
全
体
で
は
賛
成
六
七
％
）
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
三
七
％
も
賛

成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
二
言
語
教
育
は
小
学
校
低
学
年
で
は
児
童
の
母
語
で
教
科
内
容
を

教
え
、
高
学
年
と
な
り
教
育
レ
ベ
ル
・
思
考
能
力
の
向
上
に
し
た
が

っ
て
、
英
語
に
よ
る
授
業
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

母
語
に
よ
る
理
解
力
の
向
上
が
英
語
能
力
と
教
科
内
容
理
解
力
に
比

例
す
る
と
い
う
仮
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
英
語
そ
の
も

の
を
教
え
る
E
S
L
（
第
二
言
語
英
語
教
育
）
と
は
異
な
り
、
英
語

力
向
上
に
は
即
効
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
間
の
か
か
る
迂
回
的
な
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も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
児
童
の
英
語
力
の
速
成
向
上
を
願
う
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
児
童
の
親
た
ち
も
不
満
を
も
ち
や
す
か
っ
た
。
ウ
ン

ズ
お
よ
び
そ
の
支
持
者
の
白
人
の
本
当
の
狙
い
は
同
化
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
同
化
促
進
の
た
め
に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
言
語
と
文
化
の

維
持
を
促
進
す
る
二
言
語
教
育
に
反
対
だ
、
と
の
論
陣
を
張
れ
ば
、

人
権
団
体
か
ら
反
対
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移

民
住
民
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。

　
第
3
章
で
は
、
提
案
二
二
七
可
決
に
関
す
る
既
存
研
究
の
レ
ビ
ュ

ー
を
通
し
て
、
可
決
後
の
移
民
子
弟
教
育
へ
の
影
響
と
そ
の
含
意
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
た
し
か
に
提
案
二

二
七
の
可
決
は
二
言
語
教
育
の
衰
退
を
引
き
起
し
、
英
語
を
中
心
に

移
民
児
童
教
育
を
進
め
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育

（
必
要
に
応
じ
て
母
語
に
よ
る
説
明
が
追
加
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に

は
英
語
で
教
科
を
教
え
る
も
の
）
が
拡
大
す
る
が
、
移
民
児
童
の
親

が
要
望
す
れ
ば
二
言
語
教
育
も
実
施
す
る
と
い
う
制
度
に
改
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
言
語
教
育
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

移
民
児
童
教
育
の
方
法
を
親
が
選
択
で
き
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
、

と
い
う
の
が
実
際
の
結
果
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
言
語
教
育
の
効

果
測
定
へ
の
努
力
不
足
が
効
果
論
争
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
反
省
し
、

教
育
効
果
に
つ
い
て
の
学
校
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
客
観
的
な
教
育
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
州
の
統
一
試
験
に
、

英
語
学
習
中
の
生
徒
た
ち
も
定
期
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に

さ
れ
る
。

　
第
4
章
で
は
、
第
3
章
の
文
献
研
究
に
基
づ
い
て
知
り
得
た
提
案

二
二
七
可
決
後
の
変
化
が
学
校
の
現
場
に
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て

い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
移
民
児
童
が
最
も
多
く
在
籍
し
て
い
る

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
統
合
学
区
（
L
A
U
S
D
）
の
三
つ
の
小
学
校
を
対

象
に
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
め
る
。
実
地
調
査
か
ら
、

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の

三
校
す
べ
て
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
一
校
で
は
二
言
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
維
持

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
一
部
の
生
徒
の
親
た

ち
の
希
望
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
度
の
指

導
要
領
の
追
加
的
改
革
に
よ
っ
て
、
英
語
力
不
足
の
英
語
教
育
を
必

要
と
す
る
英
語
学
習
者
（
E
L
）
を
対
象
に
L
A
U
S
D
共
通
の
評

価
基
準
が
設
定
さ
れ
、
さ
ら
に
E
L
D
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
呼
ば
れ

る
学
力
評
価
シ
ス
テ
ム
が
、
事
例
調
査
対
象
の
三
校
に
お
い
て
定
着

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
5
章
で
は
、
提
案
二
二
七
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
九

九
六
年
の
九
番
街
小
学
校
で
起
き
た
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
児
童
の
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親
た
ち
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
原
因
を
探
る
た
め
、
現
場
の
教
育
関

係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
た
結
果
を
ま
と
め
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
調
査
か
ら
判
明
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
原
因
の
第
一

は
、
学
校
側
お
よ
び
教
育
委
員
会
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
児
童
の

親
た
ち
の
、
学
校
の
授
業
に
英
語
に
よ
る
指
導
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
求
の
強
さ
と
、
親
た
ち
の
不
満
の
深
刻
さ
を
認
識
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二
に
、
九
番
街
小
学
校
で
は
一
九
八
八
年

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
採
用
し
て
二
言
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成

さ
れ
確
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
親
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
直
ち
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
き
く
改
編
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ

と
（
二
言
語
使
用
教
員
を
簡
単
に
解
雇
し
に
く
い
と
い
う
事
情
も
あ

る
）
。
第
三
に
、
二
言
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
、
連
邦
お
よ

び
州
政
府
か
ら
毎
年
多
額
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
補
助
金

削
減
に
つ
な
が
る
二
言
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
縮
小
に
学
校
は
消
極

的
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
お
よ
び
州
の
一
九
九
〇
年
代
の
教
育

改
革
に
と
も
な
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
決
定
に
関
す
る
学
校
の
自
主
性

や
自
由
裁
量
が
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
の
理
由
に
よ
り
、

学
区
行
政
お
よ
び
学
校
の
官
僚
的
「
硬
直
性
」
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
発
生

の
要
因
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
以
上
の
五
つ
の
章
で
提
案
一
二
｝
七
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
緯
と
そ
の

社
会
的
帰
結
を
論
じ
た
後
、
以
下
の
二
つ
の
章
で
、
筆
者
は
提
案
二

二
七
の
支
持
者
が
論
じ
る
「
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
は
ア
メ
リ

カ
ヘ
の
同
化
を
拒
み
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
的
統
一
を
乱
そ
う
と
し
て

い
る
」
と
い
う
主
張
の
不
適
切
さ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
誤
解
の
原

因
を
探
ろ
う
と
す
る
。

　
ま
ず
、
第
6
章
で
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
の
ア
メ
リ
カ

社
会
で
の
位
置
づ
け
を
概
観
し
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
が
非

ヨ
ー
ッ
パ
系
移
民
と
し
て
は
社
会
・
経
済
階
層
的
に
最
も
劣
悪
な
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
学
業
面
で
も
低
い
達
成
度
や
高

い
退
学
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
、
各
種
統
計
を
利
用
し
な
が
ら
明

ら
か
に
す
る
。
他
方
で
、
こ
う
し
た
逆
境
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
が
黒
人
ほ
ど
教
育
制
度
へ
の
否
定
的
な

感
情
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
被
差
別
経
験
や
学
校
に
対
す
る

態
度
に
関
す
る
先
行
調
査
や
、
筆
者
自
ら
の
実
地
調
査
か
ら
明
ら
か

に
す
る
。
筆
者
に
よ
る
と
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
は
積
極
的

に
社
会
に
統
合
さ
れ
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
7
章
で
は
、
以
上
の
結
論
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
移
民
住
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
し
て
検
証
し
よ
う
と
す
る
。

ま
ず
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
の
同
化
の
阻
害
要
因
の
一
つ
と

見
ら
れ
る
「
言
語
」
へ
の
こ
だ
わ
り
は
確
か
に
強
い
が
、
彼
ら
・
彼

女
ら
が
必
ず
し
も
英
語
習
得
を
拒
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
英
語
習
得
に
肯
定
的
な
価
値
を
見
出
し
、
自
分
の
子
ど
も
の
英
語
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習
得
を
強
く
望
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ア

ジ
ア
系
の
よ
う
に
英
語
中
心
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
志
向
て
は
な
く
、

「
英
語
」
と
「
ス
ペ
イ
ン
語
」
の
両
方
を
獲
得
す
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

志
向
が
強
く
、
市
民
権
取
得
に
つ
い
て
も
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住

民
が
帰
化
に
と
く
に
消
極
的
な
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
帰
化
に
前
向

き
だ
が
、
自
ら
の
英
語
能
力
や
教
育
程
度
な
ど
の
社
会
的
資
源
の
乏

し
さ
を
自
覚
し
、
帰
化
申
請
を
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の

不
安
か
ら
、
帰
化
を
思
い
留
ま
っ
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
ま
た
、
調
査
対
象
と
し
た
親
た
ち
の
二
言
語
教
育
に
対
す
る
態
度

は
総
じ
て
肯
定
的
だ
っ
た
が
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

教
育
の
評
価
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に

す
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
も
、
言
語
習
得
に
つ
い
て
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
の
保
持
を
し
た
い
と

い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
側
面
か
ら
評
価
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、

学
業
お
よ
び
職
業
面
に
お
け
る
成
功
の
た
め
の
道
具
と
し
て
英
語
教

育
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
か
ら
評
価
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
か
と
い
っ
て
、
母
国
の
文
化
・
言
語
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
訳
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
文
化
・
習
慣
だ
け
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
出
身
国
双
方
の
文
化
を
重
視
す
る
バ
イ

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
志
向
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
結
果
、

ヒ
ス
バ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
た
ち
か
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
「
言
語
」
と
文

化
に
こ
だ
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
順
応
し
よ
う
と
し
な
い
と
い
う

議
論
は
誤
解
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
と
結
論
す
る
。

　
以
上
の
議
論
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
し
た
が
ら
な
い
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
正
当
性
の
根
拠
は
な
く
、
提

案
一
二
一
七
も
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
が
母
国
の
文
化
と
言
語
に

加
え
英
語
と
ア
メ
リ
カ
文
化
の
双
方
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
お
よ
び
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
志
向
が
強
い
こ
と
を
不

満
に
思
う
、
ア
メ
リ
カ
白
人
保
守
層
の
誤
解
に
起
因
す
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
は
ア

メ
リ
カ
社
会
が
提
供
す
る
「
経
済
機
会
」
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
を

望
ん
で
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

中
核
を
な
し
て
き
た
「
平
等
」
、
「
自
由
」
を
享
受
し
た
い
と
願
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
最
後
に
、
以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
「
個
人
」
レ
ベ
ル
で

ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
統
合
を
望
む
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
の
姿

勢
が
、
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

共
通
文
化
に
脅
威
を
も
た
ら
す
と
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
原
因
を
探

ろ
う
と
す
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
双
方
の
認
識
上
の
不
一
致
が

起
き
る
原
因
と
し
て
、
ホ
ス
ト
国
民
に
よ
る
移
民
集
団
を
一
枚
岩
的

な
「
集
団
」
と
み
な
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
だ
け
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で
な
く
、
集
団
の
境
界
を
「
固
定
化
」
し
て
考
え
る
と
と
も
に
、
そ

の
集
団
の
文
化
的
特
質
を
「
本
質
化
」
し
て
変
化
し
な
い
も
の
と
み

な
し
、
移
民
集
団
内
部
の
「
多
様
性
」
、
そ
の
文
化
的
特
質
の
「
可

変
性
」
を
見
逃
て
し
ま
う
「
本
質
主
義
的
な
文
化
観
の
誤
り
」
（
正

確
に
は
本
質
主
義
的
に
構
築
さ
れ
た
文
化
観
の
誤
謬
）
を
指
摘
す
る
。

文
化
面
で
異
質
な
人
々
は
、
本
質
的
に
社
会
適
応
・
同
化
で
き
な
い

集
団
と
決
め
つ
け
て
排
斥
す
る
心
情
が
働
く
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
内
部
の
多
様
性
・
可
変
性
に
目
を
向
け
、
そ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
志
向
を
さ
ら
に
深
く
吟
味
す
る
だ
け
で
な
く
、

多
文
化
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
一
層

熟
考
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
閉
じ
ら
れ
る
。

［
m
］
　
評
価

　
二
言
語
教
育
に
反
対
す
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住
民
提
案
二
二
七
の

発
端
に
、
一
九
九
六
年
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
児
童
の
親
た
ち
に

よ
る
二
言
語
教
育
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
が
存
在
す
る
こ
と
は
日
本
で
も

知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
原
因
に
つ
い
て
の
十
分
な

考
察
は
今
ま
で
日
本
の
研
究
で
は
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
住
民

提
案
が
人
口
移
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
多
文
化
・
多
言
語
社
会

化
へ
の
、
主
流
保
守
国
民
の
反
動
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
露
の
結

果
だ
と
単
純
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
論
文
で
は
、
多
文
化
主
義
に
基
づ
く
二
言
語
教
育
を
推
進
し
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
の
児
童
の
社
会
統
合
に
と
っ
て
良
か
れ
と
思

う
気
持
ち
か
ら
導
入
さ
れ
た
二
言
語
教
育
の
効
果
に
対
し
て
、
当
の

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
児
童
の
親
た
ち
が
疑
問
を
も
っ
た
理
由
が
、

二
言
語
教
育
を
導
入
し
、
二
言
語
教
育
推
進
者
で
あ
る
学
校
関
係
者

が
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
児
童
の
親
の
不
満
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い

頑
固
で
高
飛
車
な
態
度
を
維
持
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
二
言
語
教
育
推
進
者
の
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
へ
の
非
民
主
主
義
的
な
態
度
が
問
題
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
文
化
主
義
者
の
傲
慢
と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
く
に
、
母
国
の
文
化
・
言
語
を
維
持
し
つ
つ
英
語
を
覚
え
ア
メ

リ
カ
に
素
早
く
統
合
さ
れ
た
い
と
思
う
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民

の
人
々
に
と
っ
て
二
言
語
教
育
は
、
迂
回
的
で
即
効
性
の
な
い
も
の

に
感
じ
ら
れ
や
す
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
二
言
語
教
育
の
効
果
に
つ
い

て
、
実
施
す
る
側
が
十
分
に
移
民
児
童
の
親
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
に
、
そ
の
形
跡
が
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

む
し
ろ
移
民
児
童
の
親
た
ち
の
意
向
を
無
視
し
て
二
言
語
教
育
と
い

う
選
択
肢
の
み
が
与
え
ら
れ
て
い
た
状
況
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、

二
言
語
教
育
の
効
果
を
示
す
客
観
的
な
資
料
が
な
く
説
得
が
難
し
か

っ
た
こ
と
、
移
民
児
童
の
親
は
英
語
に
不
自
由
て
あ
り
教
育
も
低
い

た
め
、
一
一
言
語
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
理
解
が
及
ば
な
い
と
い
う
事
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情
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
め
ぐ
る
複
雑
な
状
況

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
提
案
一
二
一
七
可
決
後
に
二
言
語
教

育
は
終
了
し
た
、
と
短
絡
的
に
結
論
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
は
早
く
ア
メ
リ
カ
社
会
に
統
合

さ
れ
た
い
と
願
っ
て
お
り
、
「
同
化
拒
否
者
だ
」
と
い
う
白
人
の
二

言
語
教
育
反
対
者
の
議
論
は
誤
解
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も

明
示
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
二
〇
〇
六
年
の
春
に
盛
り
上
が
っ
た
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
移
民
規
制
強
化
反
対

運
動
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
「
わ
れ
わ
れ
も
米
国
人
だ
　
　
全
米
三

五
〇
万
人
デ
モ
「
市
民
権
」
に
目
覚
め
」
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇

〇
六
年
四
月
一
一
日
朝
刊
）
。

　
二
言
語
教
育
の
効
果
論
争
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
今
後
の
問
題
と

し
て
、
日
本
で
も
多
文
化
・
多
言
語
教
育
な
ど
の
実
践
的
効
果
に
関

す
る
議
論
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
今
後
の
日
本
社
会
の
多

文
化
社
会
化
へ
の
対
応
を
考
え
る
上
で
数
多
く
の
示
唆
を
本
論
文
は

与
え
て
く
れ
る
。
日
本
で
は
、
外
国
人
児
童
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
語
を
し
っ
か
り
覚
え
な
い
う
ち
に
英
語
を
教
え
る
こ
と
の
是
非

と
い
う
形
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
た
と
え
ば
、
福
永
佳
津
子

「
英
語
習
得
あ
せ
ら
な
い
で
　
　
幼
児
は
日
本
語
が
肝
心
」
『
日
本
経

済
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
九
月
］
六
日
夕
刊
参
照
）
。
本
論
文
は
、
多

文
化
主
義
支
持
者
に
と
り
、
二
言
語
教
育
の
必
要
性
を
単
に
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
面
や
人
権
の
観
点
か
ら
論
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
客
観

的
で
説
得
的
な
指
標
を
明
示
し
た
う
え
で
議
論
す
る
必
要
が
で
て
く

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
点
で
大
変
示
唆
に
富
む
論
文
で
あ
る
と

同
時
に
、
提
案
二
二
七
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
多
文
化
社
会
に
お
け
る

移
民
系
市
民
の
複
雑
な
意
識
の
動
態
と
そ
の
問
題
点
を
明
示
し
た
数

少
な
い
論
文
の
一
つ
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

　
し
か
し
、
今
後
改
善
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
そ
の
第
一
は
、
本
論

文
は
既
に
公
刊
し
た
論
文
を
積
み
上
げ
て
完
成
し
た
も
の
だ
が
、
編

集
す
る
際
に
重
複
す
る
部
分
を
な
く
し
、
推
敲
の
上
整
理
し
て
読
み

や
す
く
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
完
成
を
急
い
だ
の
か
、
推
敲

が
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
論
旨
を
首
尾
一
貫
し
て
理

解
す
る
の
に
、
読
者
に
余
計
な
努
力
を
強
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
米
国
に
お
け
る
二
言
語
教
育
を
政
治
社
会
学
的
文
脈
か

ら
分
析
し
た
日
本
に
お
け
る
大
変
貴
重
で
先
駆
的
な
論
文
と
し
て
高

く
評
価
で
き
る
が
、
提
案
二
二
七
を
主
導
し
た
ウ
ン
ズ
と
そ
の
支
援

勢
力
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
政
治
性
を
多
文
化
主
義
と
の
相
克
に

お
い
て
検
討
・
分
析
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
論
文
の
タ
イ
ト
ル
に
見

合
っ
た
内
容
が
さ
ら
に
充
実
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、

言
語
問
題
と
同
時
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
相
克
と
そ
の
州
政
治
へ
の
影
響

分
析
を
よ
り
充
実
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
が
指
摘
で
き
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る
。　

第
三
に
、
本
論
文
で
筆
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
白
人
多
数
の
二
言
語

教
育
に
反
対
す
る
理
由
が
、
誤
解
に
基
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

が
、
論
文
の
最
後
に
そ
の
原
因
と
し
て
、
白
人
ア
メ
リ
カ
人
の
も
つ

本
質
主
義
的
文
化
観
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
証
が
不
十
分
で

あ
る
。
ま
た
、
現
地
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
り
、
た
し
か
に
、
多

様
で
柔
軟
な
考
え
を
も
つ
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
住
民
の
存
在
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
が
、
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
対
象
数
が
少
な
く
、
こ

れ
も
論
証
が
不
十
分
だ
と
の
印
象
が
強
い
。
他
方
で
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
移
民
住
民
に
対
す
る
白
人
ア
メ
リ
カ
人
の
単
純
で
偏
向
し
た
本

質
主
義
的
理
解
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
住
民
提
案
を
巡
る

論
争
の
言
説
分
析
で
も
十
分
と
思
え
る
が
、
白
人
ア
メ
リ
カ
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。

　
第
四
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
住
民
提
案
二
二
七
の
展
開
過
程
に

関
す
る
論
証
は
、
現
地
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
充
実
し
た
も
の
だ

が
、
後
半
二
つ
の
章
に
お
け
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
の
社

会
・
経
済
的
地
位
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
第
二
世
代
の
社

会
適
応
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ポ
ル
テ
ス
（
と
ε
き
鳥
o

℃
o
昌
8
）
が
主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
下
位
貧
困
社
会
・
貧
困
文
化
へ
の

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
の
同
化
を
論
じ
る
下
降
的
同
化
（
O
o
≦
早

≦
四
巳
　
霧
巴
ヨ
一
一
簿
δ
）
論
あ
る
い
は
分
断
的
同
化
（
ω
畠
ヨ
①
日
巴

霧
巴
巨
一
呂
9
）
）
論
の
研
究
成
果
に
沿
っ
た
結
論
を
示
す
。
筆
者

は
A
・
ポ
ル
テ
ス
の
分
断
的
・
下
降
的
同
化
論
の
論
調
を
受
け
入
れ

た
上
で
ア
メ
リ
カ
政
府
統
計
な
ど
を
利
用
し
て
自
分
な
り
に
整
理
し

て
い
る
が
、
ポ
ル
テ
ス
ら
の
議
論
は
、
欧
米
で
の
移
民
研
究
の
世
界

で
は
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
の
紹
介

は
不
十
分
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
ポ
ル
テ
ス
ら
の
議
論
を
ほ
ぽ
正

し
く
理
解
し
た
う
え
で
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
移
民
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
連
で
、
ポ
ル
テ
ス
ら
の

議
論
と
論
争
を
も
う
少
し
詳
細
に
論
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。［

W
］
　
結
論

　
本
学
位
論
文
の
成
果
は
、
先
に
論
じ
た
ご
と
く
大
変
興
味
深
い
だ

け
で
な
く
実
証
性
も
強
く
先
駆
的
な
も
の
で
あ
り
、
大
変
希
少
価
値

が
あ
る
。
筆
者
は
今
後
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
調
査
を
実
行
し
、
白

人
多
数
の
一
元
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
指
向
と
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
住
民
の
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
バ
イ
リ
ン
ガ
リ

ス
ム
指
向
の
ズ
レ
に
よ
る
問
題
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
研
究
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
出
発
点
と
し
て
十
分
な
成
果
を
示
し
た
。
今
回
の
学
位

請
求
論
文
に
よ
り
、
小
林
宏
美
君
に
は
、
今
後
、
本
研
究
で
み
ら
れ

た
課
題
を
十
分
克
服
す
る
能
力
が
あ
り
、
よ
り
よ
い
成
果
を
生
み
だ
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す
こ
と
が
十
分
期
待
で
き
る
人
物
だ
と
い
う
印
象
を
、
し
っ
か
り
と

審
査
員
一
同
に
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
よ
っ
て
審
査
員
］
同
は
、

小
林
宏
美
君
の
本
学
位
請
求
論
文
が
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
）

学
位
授
与
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
て
あ
る
と
認
定
し
た
こ
と
を
、
こ
こ

に
法
学
研
究
科
委
員
会
に
報
告
す
る
。

以
上
。

二
〇
〇
六
年
］
二
月
五
日

主
査

副
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
社
会
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
社
会
学
博
士

帝
塚
山
大
学
人
文
科
学
部
教
授

教
育
学
博
士
（
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
）

関
根
　
政
美

有
末
　
　
賢

太
田
　
晴
雄
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